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民
主
労
総
元
委
員
長
が 

雇
用
労
働
部
長
官
に
就
任 

 

李
在
明
大
統
領
は
６
月
４
日
の
就
任
宣
誓

で
、
大
韓
民
国
を
「
真
の
民
主
共
和
国
」
と

し
て
再
建
し
、「
危
機
に
瀕
す
る
民
生
・
経

済
・
安
全
保
障
・
民
主
主
義
を
立
て
直
す
」

と
力
強
く
表
明
し
た
。
李
政
権
は
、
金
民
錫

（
キ
ム
・
ミ
ン
ソ
ク
）
首
相
（
元
学
生
運
動

家
）
を
は
じ
め
、
民
主
的
か
つ
進
歩
的
な
人

士
を
大
統
領
府
と
内
閣
に
多
数
登
用
し
て
お

り
、
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。 

 

中
で
も
、
雇
用
労
働
部
（
旧
・
労
働
部
）

の
長
官
に
、
民
主
労
総
の
元
委
員
長
で
あ
る

金
栄
勲
（
キ
ム
・
ヨ
ン
フ
ン
）
氏
が
抜
擢
さ

れ
た
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
る
。
金
氏
は
指
名 

       

当
時
、
鉄
道
機
関
士
と
し
て
現
場
で
働
い
て

い
た
。
金
氏
は
７
月
16

日
の
聴
聞
会
で

「
労
働
組
合
法
第
２
条
・
第
３
条
の
改
正
、

い
わ
ゆ
る
『
黄
色
い
封
筒
法
』
の
制
定
に
力

を
尽
く
す
」
と
明
言
し
た
。 

こ
の
「
黄
色
い
封
筒
法
」
が
成
立
す
れ

ば
、
経
営
側
が
労
働
争
議
に
伴
う
損
害
賠
償

を
個
々
の
労
働
者
に
請
求
す
る
こ
と
が
大
幅

に
制
限
さ
れ
、
争
議
権
の
実
効
性
が
確
保
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
尹
錫
悦
前
大
統
領
は
、

こ
の
法
案
に
対
し
て
繰
り
返
し
拒
否
権
を
行

使
し
、
成
立
を
阻
ん
で
き
た
。 

 

闘
争
を
強
化
す
る
民
主
労
総 

一
方
、
民
主
労
総
は
７
月
16
日
、
全
国 

       

各
地
で
ゼ
ネ
ス
ト
集
会
を
開
催
し
、
計
８
万

人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
労
働
組
合

法
の
早
期
改
正
と
尹
錫
悦
政
権
が
残
し
た
反

労
働
政
策
の
全
面
撤
回
を
訴
え
た
。 

 

民
主
労
総
の
ヤ
ン
・
ギ
ョ
ン
ス
委
員
長
は
、

「『
政
府
は
変
わ
っ
た
が
、
私
た
ち
の
生
活

は
変
わ
ら
な
か
っ
た
』
と
い
う
の
が
文
在
寅

政
権
に
対
す
る
私
た
ち
の
評
価
だ
っ
た
」
と

語
り
、「
今
回
の
ゼ
ネ
ス
ト
は
、
そ
の
過
ち

を
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
決
意
の
表
れ
で
あ

り
、
尹
錫
悦
が
退
場
し
た
今
こ
そ
、
労
働
者

が
主
体
的
に
闘
い
、
新
た
な
世
界
を
切
り
拓

く
時
だ
」
と
強
調
し
た
。 

さ
ら
に
ヤ
ン
委
員
長
は
、
「
資
本
側
は

『
黄
色
い
封
筒
法
』
の
成
立
を
阻
止
、
あ
る

 イ
・
ジ
ェ
ミ
ョ
ン 



◆時の動き 
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い
は
骨
抜
き
に
し
よ
う
と
必
死
だ
。『
様
子

を
見
よ
う
』
と
い
う
声
も
あ
る
が
、
も
は
や

猶
予
は
な
い
」
と
訴
え
た
。
民
主
政
権
の
誕

生
を
好
機
と
し
つ
つ
も
、
民
主
労
総
は
現
場

か
ら
の
闘
い
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ

運
動
を
さ
ら
に
力
強
く
推
し
進
め
る
覚
悟
を

鮮
明
に
し
て
い
る
。 

               

 

平
和
問
題
と
労
働
者
の
役
割 

 

李
在
明
大
統
領
は
、「
国
益
中
心
の
実
用

外
交
」
を
掲
げ
、
対
外
政
策
の
転
換
を
図
っ

て
い
る
。
政
権
発
足
直
後
に
は
、
南
北
間
の

緊
張
緩
和
を
め
ざ
し
、
対
北
朝
鮮
向
け
拡
声

器
放
送
の
中
止
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
応
じ

て
、
北
朝
鮮
側
も
直
ち
に
対
南
向
け
放
送
を

中
止
し
、
相
互
の
呼
応
が
見
ら
れ
た
。 

 

ま
た
、
７
月
11
日
に
ソ
ウ
ル
で
行
わ
れ

た
韓
米
日
３
ヵ
国
の
合
同
参
謀
本
部
議
長
会

議
で
は
、
共
同
声
明
か
ら
従
来
強
調
さ
れ
て

い
た
「（
中
国
に
よ
る
）
力
を
用
い
た
一
方

的
な
現
状
変
更
へ
の
反
対
」
と
い
う
文
言
が

削
除
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
李
大
統
領
が
台
湾

問
題
へ
の
介
入
を
避
け
る
と
い
う
立
場
を
明

確
に
し
た
結
果
と
見
ら
れ
、
平
和
志
向
的
な

外
交
姿
勢
の
表
れ
と
も
い
え
る
。 

 

た
だ
し
、
新
冷
戦
構
造
が
深
ま
る
中
、
米

国
の
極
端
な
自
国
中
心
主
義
は
、
世
界
各
地

に
緊
張
と
混
乱
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
７
月

11
日
に
は
、
Ｂ-

52
Ｈ
戦
略
爆
撃
機
を
動

員
し
た
韓
米
日
合
同
空
中
軍
事
演
習
が
朝
鮮

半
島
周
辺
で
実
施
さ
れ
、
北
朝
鮮
へ
の
軍
事

的
圧
力
が
続
い
て
い
る
。
毎
年
８
月
下
旬
に

行
わ
れ
る
韓
米
合
同
軍
事
演
習
に
つ
い
て
も
、

現
時
点
で
は
中
止
や
縮
小
の
動
き
は
見
ら
れ

な
い
。 

 

さ
ら
に
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
韓
国
に

対
し
、
駐
韓
米
軍
の
駐
屯
費
用
の
分
担
金
や

貿
易
関
税
の
大
幅
引
き
上
げ
を
強
く
迫
っ
て

お
り
、
米
国
の
経
済
的
・
軍
事
的
圧
力
が
今

後
も
継
続
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。 

 

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
米
国
主
導
の
戦

争
政
策
と
経
済
圧
力
に
立
ち
向
か
う
た
め
に

は
、
李
政
権
の
平
和
志
向
だ
け
で
は
不
十
分

で
あ
る
。
今
こ
そ
、
広
範
な
国
民
的
戦
線
の

形
成
が
急
務
で
あ
る
。
尹
錫
悦
退
陣
を
実
現

し
た
闘
争
の
中
で
労
働
者
が
中
核
的
な
役
割

を
果
た
し
た
よ
う
に
、
今
後
の
反
戦
・
反

米
・
平
和
を
求
め
る
闘
争
に
お
い
て
も
、
労

働
者
が
再
び
決
定
的
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

（
ソ
ン
・
ヒ
ョ
ン
グ
ン
） 

労働組合法の早期改正と尹政権が残した反労働政策の全面

撤回を訴え、全国各地でゼネスト。７月１６日、ソウル 


